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学校だより№７ 平成２６年９月３０日

と き わ 通 信
文責；いわき市立湯本第二小学校長 小川幸一

学力向上に向けて

～全国学力学習状況調査の結果と今後の対策･つなぐ教育～

４月に行われた６年生対象の全国学力学習状況調査の福島県の結果が先日次のように公表されま

した。本校にも結果が届き、国語Ａ・国語Ｂ・算数Ａ・算数Ｂのいずれもごくわずかの上下の差は

あるもののほぼ全国平均並みという結果でした。

各問題の正答率について全教員で検討し、本校の

学力や学習状況の課題と対策について次のようにま

とめました。

＜教科ごとの状況について＞

○ 国語

漢字を読んだり、物語を読んで表現の工夫や人

物の相互関係を捉えたりすることはできるが故事

成語の意味や使い方を理解したり文章を比べて読

みそこから自分の考えを文章で表現したりするこ

とが課題である。

＜福島民報社ＨＰより＞ ○ 算数

＜保護者の方々へのお願い＞ 量と測定･図形領域に努力を要する。割合や時

今回の調査結果は６年生という限られた 間に関する問題、作図と図形の特徴を対応付ける

学年のものですが、６年生だけに限らず本 こと、問題の図やグラフを読み取ったり考えを書

校の子どもたちの伸び代はまだまだ大きい いたりすることが課題である。

と考えています。 また、質問調査による学習習慣や家庭生活状況の

これから一層生きる力(豊かな知識や技 課題は次のようであります。

能、学ぶ力･意欲）が求められる世界に旅 ○ 生活リズムが一定でないことやテレビや通信

立つ子どもたちです。十分な蓄えを持って 機器を見て過ごす時間の多い割合が全国平均よ

世の中に出て行くことができるようにする りもかなり高い。

ことが私たち大人の務めでもあります。 ○ １日あたりの学習時間は全国平均より低い。

常磐地区で出した｢みんなで育てるゆも ○ 自分の考えや感想を文章で書いたり説明した

とっ子｣や本校の学びの手引きを是非活用 りすることに難しいと感じる割合が全国平均よ

していただき、家庭学習の充実にご協力い りも高い。

ただければ幸いです。 これらのことから、次のような取り組みをさらに

進めていきたいと思います。

１ 漢字や計算の定着のための復習の強化と語彙力

を高めるめるための辞書の活用

２ 数直線や図、グラフを利用した問題解決の強化

２ 自分の考えを書いたり話したりする時間の確保

３ 個人差に応じた指導の工夫

４ 読書のさらなる推進と図書室の活用
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～ １０月の行事予定 ～

１日(水) スポーツテスト（１～４年） ２０日(月) 振替休業日

３日(金) ６年生劇団四季観劇 ２１日(月) 小教研授業公開３校時限 11:15下校
５日(日) 県ＰＴＡ研究大会須賀川大会 ２３日(水) 子ども読書の日

１０日(金) 学習発表会係打ち合わせ ２７日(月) お弁当の日 就学時健康診断

１３日(月) 体育の日 12:15下校
１５日(水) お弁当の日 校内学習発表会 ２９日(水) １･５年生食に関する指導

１８日(土) お弁当の日 学習発表会 ３０日(木) お弁当の日 中学校体験入学

ＰＴＡバザー (湯本二中･三中)

常磐方部小学校音楽祭 緊急時引渡し訓練

９月１１日(水)に、常磐市民会館において｢常 ９月２２日(月)に、ＰＴＡ奉仕作業に引き続き

磐方部小学校音楽祭｣が開かれ、４年生が参加し ｢緊急時引渡し訓練｣が行われました。

ました。校歌斉唱に続き｢ソーラン節｣を合奏し これは、東日本大震災を教訓に、緊急時のお子

ました。ソーラン節はご存知のとおり、漁師が さんの保護者への引渡しが円滑かつ確実に行い、

威勢よくニシン漁をする有様を歌った民謡です。尊い命を守るために行われています。３年前の大

テンポのよいリズミカルな曲想に、威勢のよい 地震では、どこの学校でも子どもの引渡しに大変

掛け声と振り付けを交え、力いっぱい元気な合 戸惑いました。電話やメールがつながらず、連絡

奏を披露しました。 手段が途絶えた中、親切心で近所のお子さんをわ

学習発表会ではさらにパワーアップさせると が子といっしょに連れて行ったために、逆に引渡

いうことで楽しみです。 しが混乱したという

ことがありました。

引き渡す人は引渡

しカードへの登録者

です。登録者が迎え

に来られるまでは学

校で保護します。

修学旅行･見学学習 交通教室 ～安全な自転車の乗り方～

９月２６日(金)に、６年生は修学旅行、１年

～５年生までは見学学習が行われ、見聞を広め ９月１８日(木)に、いわき中央警察署菅野巡査

ました。 部長様と、平中央自動車学校渡辺様、藤原様を講

６年生は、国会議事堂を見学した後、｢花やし 師にお招きし、安全な自転車の乗り方や道路の歩

き｣において各種遊具に乗るなどして遊びまし き方について学習しました。自転車走行のシミュ

た。天皇陛下の休憩室を見学できなかったこと レーターを使って、曲がり角での注意などを体験

は残念でしたが、国の最高議決機関を見学し、 を通して学びました。

感じるところも多々あ 歩行者に対して自転

ったようです。。その後、 車運転も自動車と同じ

浅草浅草寺や仲見世の 責任があることや、ヘ

散策をしました。 ルメット着用の大切さ

楽しく思い出に残る を再確認しました。

修学旅行となりました。


